
規範意識向上のための地域の子ども連携研究事業

（様式２）

実施報告書

学校番号 8 学校名 静岡県立熱海高等学校　

                                

記載者氏名 　　安藤　俊也

１　実施内容等

実施日

･時間

実施場所 実施主体（高校）

･生徒数

連携した

学校

実　　　施　　　内　　　容

４月24日 多賀中 生徒会

(10人)

多賀中 自己紹介の後、活動内容に関する協議を行った。

６月30日 長浜海岸 生徒会及

び有志

（20人）

多賀中 合同の海岸清掃を実施した。

９月20日 多賀小 エイサー

部

（20人）

多賀小 多賀小運動会で小学生約110人とエイサーを共演し

た。

11月１日 本校 多賀小 本校文化祭一般公開で小学生30人とエイサーを共演

した。

夏季休業

冬季休業

多賀小 ボランティ

ア部

（夏延べ64

人、冬延べ

17人）

多賀小 多賀小学校の学童保育「多賀っこクラブ」を訪問し

、水泳や学習、遊戯の補助等の支援活動を行った。

２月17日 多賀中 生徒会

（10人）

多賀中 多賀中学校と本校の代表者が、地域におけるハザー

ドマップ作成及びスマートフォン等の利用に関する

協議を行った。

３月９日

～20日

通学路 生徒会

(10人)

多賀中 街頭活動を実施する。あいさつ運動に加え、幟を立

て、交通安全を呼びかける予定。

合計生徒

数 151 人

合計児童

生徒数

300 　人

２　成果（良かった点等）及び課題

成

果

　様々な活動を通して、本校の生徒が地域の子どもたちに対してリーダーシップを発揮し、

子どもたちの生活や学習の環境を整備、改善する立場にあることを自覚することができた。

また、教員による指導とは異なる形で、地域の小、中学生とともに交通安全やスマートフォ

ン等の使用、集団活動等におけるルールやマナーについて学び、考える機会になった。

課

題

　小、中学校の先生方はとても協力的であったが、互いの行事予定が確定していたため、連

携による活動の実施日を組むのが難しかった。中学、高校ともに２年生が中心となり連携を

進めたので、来年度以降も継続できるようにしたい。

（提出期限：平成 27 年２月 27 日（金））


